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国際基督教大学ICUアーカイブズ発足について
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1 年、 5 年、10年、永年の 4 種の保存期間が設定された。当初はシステムが十全に機能し
ているかどうかをチェックするために、総務部が取りまとめ役として各部署から提出され
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　最後に戦略的意義がある。利用者の中には理事、教員もおり、資料を直接目にすること
で記録資料の貴重さ、有用性を実感してもらえる。また、学内関係者から問い合わせがあっ
た場合にはできるだけアーカイブズへ足を運んでもらうようお願いしている。現物資料が
発するアウラを感じ取ってもらうことでアーカイブズの存在を知らしめることが、利用の
促進につながるとともに、法人内の記録管理における戦略的立ち位置をより優位なものに
することにつながっていると感じている。
　いっぽう、この保存環境でのディメリットとして資料劣化・損傷・紛失のリスクが考え
られるが、筆者の観察する限り現在のところ特筆すべき難点はない。物理的利用により若
干の劣化が見られるもの、酸性紙の劣化（貴重資料の一部は脱酸処理済）以外は虫獣害も
見られず、盗難や紛失も観察されていない。これは資料の多くがこの50年あまりの比較的
新しいものであるため大きな変化が観察されていないことも考えられる。居室として使用
しているため、夏は冷房、冬は暖房を入れるが、資料保存のためいくつかできることをし
ている。除湿器は常時運転しており梅雨から夏にかけては60%、それ以外は50%未満を維
持している。照明はすべてLEDに変更済みでありHEPAフィルター付き業務用掃除機での
掃除も行っている。
　開架による提供に際して非公開情報への配慮も行っている。たとえば閲覧希望の多い
1970年前後の学生紛争に関する資料は原則非公開だったが、当時の大学や学生会が公式に
発行した冊子などからなる閲覧用セットを作成し、学生の個人特定ができない範囲で紛争
の全体像と詳細がある程度まで分かるよう部分公開とした。
　人的サービスの面においては、異動によりスタッフに蓄積されたノウハウが失われるリ
スクは常にある。前述の文書管理制度改善プロジェクトなどを通じて常に理事や大学行政
部にアーカイブズの意義とアーキビストの必要性をアピールし続けることがその回避につ
ながると考えている。来年 2 月の完成を目指して進行中のアーカイブズ紹介DVDの作成
もその一環である。
　収集した記録も使われなければ記憶の継承に寄与できない。「記録を守り記憶を伝える」
ことがアーカイブズの使命であるとすれば、せっかく収集保存した記録が使われずに死蔵
されたまま長い時間の後に失われていくことはアーキビストの本望ではない。記録を守る
ことに傾けるのと同等の情熱をもって記憶を伝える必要がある。そのために、利用を促進
し、より多くの利用者の期待に応えることがアーカイブズの発展につながると考えたい。
そのための一つの有効なメソッドの例としてレファレンス・アーカイブズを心にとめてお
いていただければ幸いである。
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